
1月26日(金)、「航空連合2024労使フォーラム」をオンライン
で開催し、労使あわせて約180名が参加しました。職場では人材
不足の一方、旅客需要は急激に高まっています。各講演内容を
ふまえ、「産業の転換点」を確実なものとすべく、人材の確保・
育成・定着に向けた魅力的な労働条件をめざしていきましょう！

2024.3.1 No.25-××

●紹介 空港グランドハンドリング協会 執行理事 曽原倫太郎 氏
「空港グランドハンドリング協会の取り組み内容について」

●講演１ 立教大学経済学部 教授 首藤若菜 氏
「2024 春闘において航空関連産業の労使に求められること」

●講演2 連合 総合政策推進局総合局長 仁平章 氏
「連合 2024 春季生活闘争方針」

●講演3 経団連 労働政策本部長 新田秀司 氏
「2024年版 経営労働政策特別委員会報告」

左） 紹介： 空港グランドハンドリング協会執行理事 曽原倫太郎氏
中央左）講演１： 立教大学経済学部教授 首藤若菜 氏

中央右）講演２： 連合 総合政策推進局総合局長 仁平章 氏
右）講演３： 経団連 労働政策本部長 新田秀司 氏
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